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
　英国の１６世紀末の１０年間は，＜登場人物の異性装＞という極めてユニー
ディスガイズ
クなモチーフが文学や演劇において爆発的な流行を見せていた特異な時代
であった。フィリップ・シドニーの『アーケイディア』（１５９０）やエドマン
ド・スペンサーの『妖精女王』（１５９０－９６）をはじめとして２），シェイクス
ピアの通常＜幸福な喜劇＞作品群としてあげられる『ヴェニスの商人』
ハッピ ・ーコメディー
（１５９６），『お気に召すまま』（１５９９），『十二夜』（１６０１）などでは，ヒロイン
たちは劇中で男装することにより，性を超越し，他の登場人物よりも広い
視野と行動力を持つことで優位な立場に立ち，困難な状況を切り開いてい
く３）。『ヴェニスの商人』の＜法廷の場＞では，男装したポーシャは法学者
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「…本当の私は，いま演じている私とは違うのです。」
――ヴァイオラ，小姓の姿で。
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に拠る。日本語訳は拙訳である。
２）　『アーケイディア』ではパイロクリーズは女装してフィロクリア王女に接近する。
また『妖精女王』ではブリトマートは男装して騎士になり，恋人アーティガルを
めぐって戦闘する。
３）　この他にも例えば，『ヴェローナの二紳士』（１５９４）のジューリアや『シンベリ
ン』（１６０９）のイモージェンなども同様に男装するヒロインではあるが，彼女た
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に成りすまし，アントーニオーの窮地を救う。また，『お気に召すまま』で
はロザリンドは男装してアーデンの森に行き，恋人オーランドーの前で
「ギャニミード」を演じて求愛のゲームを続け，ついには彼と結婚する。こ
れらのヒロインに共通するのは，いずれもヒロインたちが自らの意思で男
装することによって，運命を望ましい方向へ向かわせる行動力を持つとい
う点である。男装した彼女たちの特性，能力，魅力といったものは劇中で
遺憾なく発揮され，プロットの展開に大きな意味を附与している。これら
のヒロインにとって男装を有効活用するということは，当時の女性たちに
課せられていた制約から解放された自由の獲得を意味するものである。エ
リザベス朝時代は男女についての価値観の変化の兆しが見え始めた時代に
差し掛かっていたようではあるが，なお依然として中世から続く父権制の
色濃く残る社会であり，女性は寡黙で父親もしくは夫に対して忠実かつ従
順であるべきだと考えられていた４）。現実の社会と芝居という架空の世界
は異なる次元のものであることを考慮しても，舞台上でロザリンドやポー
シャのような才気煥発な女性が活躍し，人気を博したという事実は非常に
重要な意味を持っていると考えられる。そのような伝統的価値観（夫婦観）
を持つ社会において彼女たちはまさにシェイクスピアの創造した伝統を超
越した新しい女性であるといえるだろう。
　しかしながら，これら二作品の後に創作された『十二夜』では男装のモ
チーフはやや趣を異にするものである。この作品はシェイクスピアの円熟

ちの場合は夫や恋人を追いかけるために男性の服装を用いるため，その姿からは，
献身的愛情と忍耐という中世封建時代から続く伝統的な女性の美徳を体現してい
るという印象を強く受ける。男装の時間も極めて短く，また男装したジューリア
により影響を被るのはプローティアスのみであるという点で，これら二人のヒロ
インに関しては，ロザリンドやポーシャとは異なり，男装という技法の恩恵を十
分に享受しているとは言い難い。
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期の喜劇の中でもとりわけ悲劇色の強い作品である。この特色は終幕間際，
復讐の言葉を残して舞台上から姿を消すマルヴォーリオの存在と，芝居の
最後を締めくくるフェステの不可解な歌によるところが大きいが，終始消
極的で運命に翻弄されるヒロインの悲劇的な姿に最大の理由があるように
思われる。

　『十二夜』のヒロイン，ヴァイオラは男装しているのにもかかわらず，
ポーシャやロザリンドとは異質な印象を観客に与える。身分を隠すための
男装は，彼女にオーシーノー公爵への愛の告白を許さないばかりか，思い
もよらない三角関係に彼女を巻きこみ，身動きのできない苦境へと追い込
むのである。彼女は劇中で常に不安定な状況に置かれており，そこでの彼
女の振る舞いは，自身の感情を抑えながら自らを架空の姉妹になぞらえる
などして，直接伝えることの出来ない気持ちを間接的に口にしつつ，恋の
使者としての役目を忠実に実行に移すというけなげなものである。彼女自
身の口からしばしば語られるのは，「時」による解決（	
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ただ待つのみという消極的なものであり，彼女のこのような姿が，はかな
くいじらしい女性に見えるのは自然なことであると言えるだろう。彼女の
思いが報われる時がくるのかどうかは，「時」のみが知ることであり，当
然ロザリンドのように結末を自分の思いどおりに導くことができない以上，
来るべき「時」が来るのをただ待つしかない。そのような状況において，
オーシーノーとの結婚という幸せな結末に至るまで，ヒロインの言葉に希
望のようなものは見出されず，常に彼女は苦悩している。実際にこの芝居
を喜劇的なものにしているのは，マルヴォーリオを中心として展開される
サブプロットのみであって，ヒロインの恋愛模様を描いたメインプロット
ではない。観客は彼女のどのようなところに惹きつけられるのだろうか。
　『お気に召すまま』のロザリンドの場合，女性的な性質と男装すること
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により得られた男性的な性質という二つの側面を持ち合わせていた。同様
にヴァイオラにも「寡黙・従順・忍耐」というイメージに当てはまらない
側面があり，全体的な印象として残るものが，女性的な姿の方であるよう
に思われる。ヴァイオラの性質については，彼女の会話の才能や聡明さな
どを示唆するマルコルムソンの次のような指摘がある。
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ヒロインは言葉というレベルにおいて，涙をこらえながら愛する人に仕え
るヴァイオラとはまた違う側面を持っている。寡黙というイメージを与え
る女性的な側面と，大胆に会話や機知を繰り出す男性的な側面の二つの性
質を同様に持っているにも関わらず，なぜこのヒロインはこれほどまでに
悲劇的な印象を残すのだろうか。ヴァイオラの魅力について，言葉という
観点から考察し，ロザリンドと比較することによって，男装という同じ技
法を使った二人のヒロインの違いについて論じたい。

　ヒロインは男装によってどのような状況に置かれ，また我々観客がどの
ような立場からヒロインの言動を注目することになるのだろうか。ヴァイ
オラは見知らぬ土地で，ロザリンドにとってのシーリアのような協力者も
いない状況に置かれ，彼女が森という未知なる世界に飛び込む時に抱いて
いたものと同様の不安と心細さにたった一人で耐えている。彼女の僅かな
希望は，兄セバスチャンが生きているかもしれないということだけである。
ヴァイオラは劇全体を通して常に運命に翻弄されており，実際に彼女自身
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がしばしば「時に身を委ねる」という発言を繰り返していることもあり，
行動そのものからは，彼女の自発的な意志のようなものを感じさせない。
また，そういった消極性を貫くことにより，それが一因となって観客の意
識の中には，ヴァイオラが小姓としてひたすら奔走しているイメージだけ
が残る。当然観客も彼女の置かれた状況を認識し，この先彼女にどのよう
な運命が待ち受けているのだろうかという不安を抱えて，芝居の世界に参
加することになる。最初の段階から観客が絶対的な安心感を抱いて観るこ
とができた『お気に召すまま』とは，芝居にコミットする姿勢が完全に異
なるものである。そして，公爵の小姓となったヴァイオラは恋する人の希
望を叶えることで自身は恋する人から遠ざかるという残酷な役割の担い手
となる。彼女の胸の内を知る観客は，彼女の言葉の持つ二面性を真の意味
で理解できる唯一の存在である。消極的で繊細な印象を残すヴァイオラに
ついて課されるそのような重荷がわれわれの心を憂鬱にさせるのだ。そし
て我々をヒロインの感情により同化しやすい状態につくりかえる。
　我々は彼女のレトリックの才能にどのような魅力を感じるのだろうか。
公爵の要望どおりにオリヴィアの屋敷に赴いたヴァイオラは，追い討ちを
かけるような思いがけない事態へと巻きこまれていくことになる。
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　このやりとりからは，執拗にオリヴィアに家の主人かどうかを確認する
ヴァイオラの様子と，彼女の質問にはわざと的外れな質問をすることで関
係の構築を拒もうとするオリヴィアの様子が窺える。しかし，ヴァイオラ
の言葉から，なんとしても恋の使者としての役目を果たさなければならな
いというような使命感や悲壮な思いを感じ取れるだろうか。まず，感じ取
れるものは，唯一ヒロインの真摯な態度であろう。彼女は自分の素直な気
持ちに反して，この使者としての役目を果たしている。にもかかわらず，
彼女の態度は使命感といったような強制的なものではなく，純粋に公爵か
らの言葉をオリヴィア本人に伝えようとしているように感じられる。彼女
の求めるものは，＜顔の見える関係＞であり，その関係を拒むオリヴィア
に対して，ヴァイオラは自分が果たすべき役割としての「台詞」を発して
いる。彼女のオリヴィアに対する対応は適切であり，それが功を奏し，オ
リヴィアはヴァイオラに興味を抱き始めるのだ 	
	
	
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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（１６１１６４）。オリヴィアのこの言葉には，端正な顔立ちと粗野な
振る舞いというアンバランスな側面を持つヴァイオラに対して強い好奇心
が読み取れる。ヴァイオラの対応は，オリヴィアのこの最初の興味をさら
に拡大させ，最終的には恋心を抱かせるに至る。他方，ヴァイオラについ
ても，このやりとりでは，本人かどうかの確認を主眼に置いていたが，オ
リヴィアの＜顔＞にも興味を示していることは，以下の引用からも明らか
である。
 	

		

佐川：ヴァイオラのトラジック・ディスガイズ
―　　―７
	
	


　	



	
	

	　
	

　	
	
 	



	
		
				

 	

	
	
	
	

	

	


		




	
 （１８８１９９）
　自分の恋敵とはどのような女性であるのか，＜顔＞に関してヴァイオラ
が執拗に言及していることからそのような彼女の好奇心が見られるのでは
ないだろうか。初めにオリヴィアがヴァイオラに対して感じたものは未知
なるものへの興味であり，ヴァイオラの場合は，それよりもう一段階深い
レベルの関心である。演じたくもない使者という役を演じている彼女には
恋敵の顔を見てみたいという気持ちもあったのではないだろうか。これら
の会話の中には，ヴァイオラの悲壮感は感じ取れない。これら二人の間の
心理戦の中でオリヴィアにヴェールを取らせたヒロインの話術は，素顔の
ヴァイオラを知る観客にとって，オリヴィアのそれよりもよりもはるかに
楽しめるものであり，その中に多重な意味を読み取ることができる。例え
ば“	
”という台詞はその好例である。「男性を演
じている」という意味と「心とは裏腹に恋敵への使者という役目を演じて
いる」という意味，そして，当時の演劇事情から考えるならば，「少年俳優
が女役を演じている」という意味も生まれてくる。ヴァイオラの他の登場
人物との会話の意味は重層的になっており，その隠れた意味は，観客と
ヴァイオラの間でのみ完全に理解できるようになっている。それは，観客
のみが彼女の男装を知るからである。我々は，『お気に召すまま』のシーリ
アと同様ヴァイオラの，男装により舞台上の全ての人間を欺く大きな嘘の
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共犯者となる。我々とヴァイオラの距離は縮められ，両者の間に密接な関
係を生み出すことを容易にしている。
　心理戦が除々にヴァイオラに優位な方向に進んでいることは，オリヴィ
アが二人きりになるために，マライアや供の者たちを部屋から遠ざけたこ
とからも分かる。遂にオリヴィアとの心理戦に勝利し，彼女のヴェールが
はずされる。面会の始めの段階では二人はどちらも仮面をかぶっており，こ
の場合ヴァイオラの仮面は男装であるから絶対にはずされることはない。
ただし，彼女は男装の仮面の上に「使者」という新たな仮面をかぶってい
る。オリヴィアがヴェールをはずし，顔を明かした時に，ヴァイオラもそ
の「使者」の仮面をはずしたのである。そのことは，ヴァイオラが恋敵の
美しさを目にした瞬間，台詞以外の自分の素直な感情から出る言葉でオリ
ヴィアを賞賛していることから分かる。ヒロインは，決められた台詞では
なく，自身の言葉で語り始め，他方オリヴィアも適切な応対をするように
なる。そして一方通行であった会話が，正常な会話へと変わっていくので
ある。	
	（２３９）	

	


	
	
	
	
		６）たとえば，	

（２０９）から 	

（２２２）という問いかけの変化
や，	
（２３２）などヴァイオラに対するより具
体的な質問は，オリヴィアの気持ちの微妙な変化を表している。屋敷をあ
とにしたヴァイオラは，追いかけてきたマルヴォーリオから指輪を投げつ
けられて全てを理解する。この出来事は思いも拠らない三角関係に巻き込
まれるヒロインの苦悩の発端を示し，同時に錯綜したプロットの始まりの
合図ともなる。この場面でヒロインは，複雑に絡まった運命の糸を時間が
解いてくれることを願いながら退場する。では，ヒロインに強い共感を抱
６）　	
		


（	

	
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いている観客も，彼女と同じように不安を抱えて，この台詞を聞いている
のだろうか。
　実際はこの場面でのヴァイオラの独白は，彼女の言葉ほど重く，先行き
の不透明なものであると我々には認識されない。なぜなら，オリヴィアと
ヴァイオラの初対面の場面とこの指輪の場面との間に，短いながらきわめ
て重要な場面が挟まれているからである。そこでは，観客はヴァイオラの
兄，セバスチャンの姿を目撃している。それまでの状況に対する認識に関
して，我々はヒロインと同様のレベルにあり，ヒロインの不安は我々の不
安でもある。しかし，この兄の生存が確認されたことによって，ヒロイン
の心情がわれわれのものと必ずしも直結するものではなくなる。我々はセ
バスチャンの存在が，ヒロインの未来に明るい影響を及ぼすという憶測や，
同時に双子の兄妹が，さらなる複雑な混乱を生み出す可能性について漠然
と感じることができるようになる。
　セバスチャンの登場によって，ヴァイオラのやりきれない心情の吐露は，
観客にとって切なくはあるが，安心して聞くことの出来るものとなる。観
客には「時」がヴァイオラに幸福な結末を運んできてくれるであろうこと
を予測できるようになっているからである。ロザリンドの場合は，観客と
ヒロインの認識の度合いは終始ほぼ同じレベルであったが，ヴァイオラの
場合はそうではない。だが，逆にこの観客とヒロインの認識レベルの違い
は，ヒロインの境遇に過度の共感を観客に抱かせることなく，しかも共感
を妨げることもなく，適度に客観的な視点を観客に維持させるものになっ
ていると考えられる。

　第二幕第四場におけるヴァイオラと公爵とのやりとりは，つのる恋心を
必死に抑えようとするヒロインの姿がよく表れたものである。
  	

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　観客は，‘’が他でもない彼女自身であることを知っている。し
かし，公爵はそのことを知るはずもなく，先に挙げたオリヴィアとの会話
同様，言葉の真意は観客のみにしか理解し得ず，同様に観客のみが彼女の
台詞を二重の意味に理解しうるのである。このようなヒロインの悲哀は，
公爵との会話のあらゆるところで見られ，観客は人知れず公爵への思いを
胸に抱くヒロインに気持ちを重ね合わせながら芝居を観る。そして公爵の
無神経な返答が，観客のヴァイオラへの共感を増幅させるのみならず，彼
を滑稽な人物として浮かび上がらせていくことになる。彼女に対するほか
の登場人物の言葉が，彼女の思いに無頓着であればあるほど，観客はヒロ
インの気持ちに感情移入することができ，また彼女と向き合った人物の滑
稽さを浮き彫りにする。男性の気持ちは時間の経過とともに色あせると考
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える公爵に，ヴァイオラは，その主張を受けとめ，女性の美しさがわずか
な時間しか保証されていないことを嘆く。彼女は，まさにその時間の中に
おり，あてにならない「時」という運命に身を委ねざる得ない状況に置か
れている。そのようなヒロインの悲しみや真意などを，我々は全て共有す
るのである。
　「寡黙・従順」のイメージで見られるヒロインだが，彼女は常に相手に同
意を示しているわけではない。同じ場面では，全くオリヴィアの拒絶とい
う現実を受け入れようとしない公爵に，	
		（８４）
ときっぱりとした態度を示し，また彼が女性の気持ちは変わりやすいもの
だということを聞いた時，ヴァイオラはやや躊躇したのちに上述したよう
に自分の意見も述べている。主張というよりも，抑えきれない気持ちの表
れであるから，強い意志的なものは感じられにくいが，彼女の行動に裏打
ちされた発言は公爵のような思いこみや空想のものではなく現実的である。
彼女の反論にもかかわらず，彼は結局自分の思いこみから出ようとはしな
い。	

		


	

７）　この芝居においては，「言葉」その
ものが真実を表現できるものとは言い難い。オリヴィアとヴァイオラが初
めて出会う場面では，「台詞」というあらかじめ用意された「言葉」は何
の効力も持たず，また会話として成り立ってもいなかった。公爵にも同様
のことが言えるだろう。公爵にとって，言葉は自分に語られるものであり，
他人と向き合うためのものではないことが，ヴァイオラとの会話を通して
見えてくる。この世界において，言葉は不安定で不確実なものである。フェ
ステは以下のように言葉というものについて語っている。
	
	　	
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（９２１）
シェイクスピアの芝居において，道化は自由な立場でその世界を批判する
存在である。イリリアの地において，登場人物の言葉に信頼をおけるもの
があるとすれば，それは実際の行動で証明された言葉のみであり，ヴァイ
オラの言葉のみが信頼に値する。	




	
（１１３１１４）　	
	

	
	８）　ヴァイオラの発言は，決して受身のも
のばかりではない。さらに彼女は，男性の衣装をまとうことによって単に
その発言の自由を自分の思いを相手に伝えるためだけに利用し自己満足し
ているわけでもない。ヴァイオラの魅力は，内に思いを秘め，行動によっ
て証明された信頼に値する言葉をもっていることである。ゆえに，そうい
うヴァイオラの言葉は，人の気持ちを動かすことができ，そのような彼女
の言葉に観客も重みを感じ，惹きつけられるのである。そして，もうひと
つ，ヴァイオラの言葉の大きな特徴は，上述のように，我々とヒロインの
間でのみ完全に理解することのできる＜意味の重層性＞であろう。彼女が，
抑えきれない気持ちを吐露するとき，向き合った人物には理解できない意
８）　２３７
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味を観客は彼女と分かち合う。そして，その密接な関係は，観客にさらに
彼女の内面の共有へと誘導するのである。

　フェステとの対話を終えたとき，ヴァイオラは道化に対して次のような
感想を抱く。
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ヴァイオラは道化の本質を見抜いているばかりではなく，自由な立場にあ
る道化が，からかう対象となる人物の人柄やタイミングなどを正確に把握
した上で行動していることに言及している。道化との対話から得た彼女の
感想は，彼女の洞察力の鋭さを物語っているといえるだろう。そして，道
化のような態度や言葉の使い分けとは少し異なるが，言葉の変化という観
点から判断すれば，彼女についても公爵と向き合った時とオリヴィアを含
む他の登場人物を前にした時とでは，彼女の言葉から与えられる印象が少
し異なっているのではないだろうか。引用した箇所からも明らかなように，
オリヴィアとの対話におけるヴァイオラの発言は，観客の同情を引き起こ
すようなものではなく，テンポのよい機転の利いたものであり，フェステ
との対話にも同じことが言えるだろう。反対に公爵の前では，彼女の悲し
い胸の内が切実に伝わってくる。彼女の場合は，意識して使い分けるとい
うものではないが，この二面性が見られることは注目に値する。これは，
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ロザリンドト同様に，二つの側面がヴァイオラの中にも共存していること
を示している。ヴァイオラの場合は，ロザリンドほど二面性が顕著に入れ
替わることはなく，ヒロインとしての全体のイメージが変わるという程の
ものではない。
　ヴァイオラにとって男装は不安定で彼女自身の力ではどうにもならない
ような状況を作り出したが，それによって，彼女の言葉には重層的な意味
が付加され，観客とヒロインの距離を緊密にすることを可能にする。そし
て，彼女の言葉を通して，我々は彼女の内面を自分の中に取り込んで芝居
を楽しむことができるのである。

　男装し窮地を切り抜けるという同じような能力を備えながら，なぜヴァ
イオラは「寡黙・従順・忍耐」などのイメージで捉えられがちであるのだ
ろうか。
　その原因は，『十二夜』のプロットにあると考えられる。この芝居は，ヒ
ロインがオリヴィアの屋敷と公爵の屋敷の間を往復しているだけで，劇的
な筋の展開はないように見えるが，彼女の力ではどうしようもない出来事
が密かに進行し，彼女の身に災いとなって降りかかる。	
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
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	９）　ロザリンドは男装によって，絶対的に優位な
立場を獲得している。反対にヴァイオラの場合は，男装が彼女の優位さを
保証するものとはならず，常に「時」に身を任せるしかない立場にある。
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つまり，ロザリンドが芝居の筋を導くヒロインであるならば，ヴァイオラ
は筋に導かれるヒロインとして創造されている。そのため，彼女には，ロ
ザリンド同様の機知や雄弁さなどの能力が備わっていようとも，実際には
筋という自分ではどうしようもない運命に翻弄されており，ヒロインとし
てのイメージと実態との間に乖離が見られるのである。つまり，『十二夜』
という芝居は，観客の受容体験に筋が大きな意味を持っている作品である
と言えるだろう。
　『お気に召すまま』という芝居では，ロザリンドとオーランドーの恋愛
ゲームが観客にとっての最大のおもしろさである。そして，二人の恋愛が
成就することは，この芝居のほとんど最初の段階で分かっていることであ
り，プロット展開も緩慢な中で，観客は安心してヒロインに感情移入でき，
ヒロインの内面にまで没入して楽しむことができるように思われる。『お
気に召すまま』では，プロットよりキャラクターが重要なのである。
　『十二夜』は，『お気に召すまま』とは異なり，ヒロインの内面に観客が
完全に感情移入することを妨げるような工夫がされている芝居であるとい
える。ヒロインの内面に執心しすぎるあまり，彼女の視点から観たとき，
我々はこの芝居を喜劇として楽しむことは決してできなくなる。この芝居
はヒロインの恋愛を軸に，様々な角度から楽しめるものであり，そうする
ことで観客に対して問われている問題を感じ取ることができるようになっ
ている。故に，ヒロインの内面のみに観客の意識が集中してしまうことで，
全体を見失ってしまう可能性が高くなる。ヴァイオラというヒロインは，
観客との距離を緊密にする人物になっている。そしてそのヒロインは皮肉
なことに喜劇の中で悲劇的な人物という劇的役割の一端を担わされ苦渋を
味わったのちに，ようやく救われる。最終的には幸せな結婚へと向かう存
在でありながら，ヴァイオラは自信に満ち溢れたポーシャやロザリンドと
はやはり異質のヒロインである。劇の結末でフェステの歌う奇妙な歌はや
がて『リア王』の嵐の荒野で風雨にさらされた道化によって物悲しく歌わ
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れるのだ１０）。『ヴェニスの商人』，『お気に召すまま』でヴィヴィッドな個性
を持つ男装のヒロインたちを描いたシェイクスピアは，『十二夜』ではヒ
ロインに異性装の苦悩というテーマをもたらした。そしてこの数年ののち，
四大悲劇を著し，人間の受難や死，過酷な運命を描くことになる。
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